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◆編集・発行
　茨城町　町長公室　秘書広聴課
　〒311－3192
　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
　☎ 029－292－1111
　メールアドレス
　ibarakit@town.ibaraki.lg.jp

◆人口
　住民基本台帳
　令和６年７月末現在
　男　15,453人
　女　15,257人
　総人口　30,710人
　世帯数　13,662世帯

◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し

い環境の町をつくりましょう。
１　からだをきたえ、教養を高め

て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。

◆町の花　桜
◆町の木　梅
◆町の鳥　うぐいす

◆町の防災行政無線が聞き取れ
なかった場合

　防災行政無線テレフォンサービス
　☎０８００－８００－８８４８
　　（通話料無料）
　町ホームページにも放送内容
を掲載しています。

◆町の情報発信中!!
●町公式ホームページ
　https://www.town.ibaraki.lg.jp/

●町公式Ｘ（旧ツイッター）
　https://twitter.com/IbarakiTownMati/

●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/

●町公式ライン
　https://page.line.me/?accountId=ibarakitown
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里山に育む生きものたち
№146　アジアイトトンボ
（イトトンボ科）

学名 Ischnura asiatica BRAUER

写真・文　 小菅　次男

おぎや　ふうか
　　　　　　　（５歳）

「のって
　みたいな
　　こんなバス」

まつかい　あきと
　　　　　　　（５歳）

「そらまで
　つづくよ
　　わたしのバス」

▼
ア
ジ
ア
イ
ト
ト
ン
ボ
と
は

　

ト
ン
ボ
の
中
に
は
「
イ
ト

ト
ン
ボ
」
と
呼
ば
れ
る
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
、
体
が
細
く

て
小
さ
く
、
ま
さ
に
糸
の
よ

う
な
ト
ン
ボ
で
す
。

　

本
種
は
緑
色
で
草
の
色
に

よ
く
溶
け
込
み
、
体
長
25
㎜

〜
32
㎜
く
ら
い
の
小
型
の
イ

ト
ト
ン
ボ
で
す
。
メ
ス
は
生

ま
れ
て
間
も
な
く
は
鮮
や
か

な
赤
い
色
を
し
て
お
り
、
成

熟
に
伴
い
、
次
第
に
緑
色
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
で
の
生
息
範
囲
は
広

く
、
北
海
道
か
ら
本
州
、
四

国
、
九
州
、
南
西
諸
島
で
見

ら
れ
、
各
地
で
最
も
普
通
に

見
ら
れ
る
種
類
で
す
。
国
外

で
は
中
国
、
香
港
、
台
湾
、

朝
鮮
半
島
で
生
息
が
知
ら

れ
、
名
前
は
「
亜
細
亜
糸
ト

ン
ボ
」
の
意
味
で
す
。

▼
幼
虫
の
生
活

　

幼
虫
は
平
地
の
湿
地
や
水

田
、
水
た
ま
り
、
緩
や
か
な

流
れ
に
す
み
、
羽
化
後
未
熟

な
と
き
は
、
水
辺
か
ら
か
な

り
離
れ
た
草
原
で
も
見
ら
れ

ま
す
。

　

成
熟
す
る
と
水
辺
に
戻
っ

て
き
て
交
尾
・
産
卵
を
し
ま

す
。
交
尾
は
朝
早
く
行
わ

れ
、
交
尾
時
間
は
長
く
３
〜

５
時
間
と
の
記
録
も
あ
り
ま

す
。
メ
ス
は
単
独
で
水
草
な

ど
に
卵
を
産
み
付
け
ま
す
。

　

県
内
で
最
も
普
通
に
見
ら

れ
る
イ
ト
ト
ン
ボ
で
し
た

が
、
土
地
の
開
発
、
農
薬
散

布
、
水
の
汚
染
な
ど
で
次
第

に
生
息
す
る
場
所
が
狭
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

▼
水
辺
を
離
れ
て
成
熟

　

成
虫
の
見
ら
れ
る
期
間
は

長
く
、
３
月
下
旬
か
ら
10
月

下
旬
ま
で
で
す
。
春
発
生
す

る
個
体
は
大
き
く
、
夏
発
生

す
る
個
体
は
小
型
で
す
。

　

未
成
熟
期
は
水
辺
を
離

れ
、
周
辺
の
草
む
ら
で
生
活

し
ま
す
が
、
か
な
り
離
れ
た

場
所
で
見
つ
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ひ
た
ち
海
浜
公
園

内
の
砂
丘
地
帯
で
本
種
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
水
辺
か
ら
は
か
な
り
離

れ
た
砂
地
草
原
で
し
た
。

　

成
熟
し
た
オ
ス
は
湿
地
の

植
物
に
止
ま
っ
て
縄
張
り
を

占
有
す
る
ほ
か
、
植
物
の
間

を
低
く
飛
ん
で
メ
ス
を
探
し

ま
す
。
メ
ス
を
見
つ
け
る
と

直
ち
に
連
結
し
、
植
物
に
静

止
し
て
精
子
を
移
し
ま
す
。

　

メ
ス
は
主
に
午
後
、
単
独

で
水
面
付
近
の
植
物
組
織
内

に
産
卵
し
ま
す
。

▼
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
天
敵
か
？

　

本
種
は
ア
オ
モ
ン
イ
ト
ト

ン
ボ
属
の
一
種
で
、
同
属
の

ア
オ
モ
ン
イ
ト
ト
ン
ボ
に
よ

く
似
て
い
ま
す
が
、
本
種
の

方
が
全
体
に
一
回
り
小
型

で
、
胸
部
が
小
さ
く
、
腹
部

末
端
の
青
い
紋
に
違
い
が
見

ら
れ
ま
す
。
暖
地
性
の
ア
オ

モ
ン
イ
ト
ト
ン
ボ
は
、
か
つ

て
茨
城
県
で
は
少
な
い
種
で

し
た
が
、
近
年
は
温
暖
化
の

影
響
も
あ
っ
て
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
７
３
年
に
涸
沼
で
新

種
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
が
発

見
さ
れ
た
時
に
は
、
涸
沼
の

ヨ
シ
原
に
は
す
で
に
ア
オ
モ

ン
イ
ト
ト
ン
ボ
が
見
ら
れ
、

な
ん
と
、
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン

ボ
の
天
敵
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
よ
く

似
た
本
種
で
す
が
、
ア
ジ
ア

イ
ト
ト
ン
ボ
が
ヒ
ヌ
マ
イ
ト

ト
ン
ボ
を
捕
食
し
た
姿
を
見

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幸

い
天
敵
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。


